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	製品名: C/EBP βウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab07706
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	応用
	抗原情報
	背景
	このイントロンのない遺伝子は、塩基性ロイシンジッパー（bZIP）ドメインを含む転写因子をコードしています。コードされているタンパク質はホモ二量体として機能しますが、CCAAT/エンハンサー結合タンパク質α、δ、γとヘテロ二量体を形成することもできます。このタンパク質の活性は、免疫反応や炎症反応などに関わる遺伝子の調節において重要です。選択的なインフレームAUG開始コドンの使用により、それぞれが異なる生物学的機能を持つ複数のタンパク質アイソフォームが生成されます。[RefSeq提供、2013年10月]機能：免疫反応や炎症反応に関わる遺伝子の調節における重要な転写活性化因子。IL-6遺伝子のIL-1応答エレメントに特異的に結合します。NF-IL6は、いくつかの急性期遺伝子やサイトカイン遺伝子の調節領域にも結合します。急性期反応、炎症、造血の調節において役割を果たしていると考えられます。コンセンサス認識部位は5'-T[TG]NNGNAA[TG]-3'です。,PTM：SUMO2またはSUMO3のポリマー鎖によってSUMO化されます。,類似性：bZIPファミリーに属します。,類似性：bZIPファミリーに属します。C/EBPサブファミリーに属します。,類似性：1つのbZIPドメインを含みます。,サブユニット：DNAに二量体として結合し、C/EBPα、δ、γと安定なヘテロ二量体を形成します。TRIM28およびPTGES2と相互作用します。,組織特異性：肺、腎臓、脾臓で低レベルで発現します。,
	研究分野
	幹細胞経路; タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	C/EBP-beta抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	C/EBP-beta抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ヒト胃組織の免疫蛍光染色。1, C/EBP βポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 写真B：DAPI（青）10分。写真A：ターゲット。写真B：DAPI。写真C：A+Bのマージ。
	

	ヒト胃組織の免疫蛍光染色。1, C/EBP βポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 写真B：DAPI（青）10分。写真A：ターゲット。写真B：DAPI。写真C：A+Bのマージ。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, C/EBP βポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, C/EBP βポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, C/EBP βポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bのマージ。
	

	C/EBP βウサギポリクローナル抗体（1:1000希釈、4℃、一晩）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体：ヤギ抗ウサギIgG IRDye 800（1:5000希釈、25℃、1時間）。
	

	パラフィン包埋ヒト子宮癌組織の免疫組織化学染色。1. C/EBP βポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。

